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１．組織の概要 

１．１ 事業所の概要 

（１） 事業所名及び代表者 

 事業者名： 株式会社小島商事 

 代表者： 代表取締役社長 小島 雄太 

（２） 所在地 

本社兼整備工場 〒343-0827 埼玉県越谷市川柳町 3 丁目 42 番地 1 

車庫駐車場 〒340-0001 埼玉県草加市柿木町 665 番地 

（３） 環境管理責任者及び担当者連絡先 

 ・環境管理責任者 営業主任 鈴木 正人 

・連絡担当者    代表取締役社長 小島 雄太 

・連絡先 

   埼玉県越谷市川柳町 3 丁目 42 番地 1 

   TEL048-972-5652／FAX048-972-5653 

Mail:  moku@kojima-shouji.jp 

（４） 事業活動の概要 

対象範囲 産業廃棄物収集運搬及び木質チップ運搬業、自動車分解整備事業 

（５） 事業の規模 

事業規模 単位 2022 年度 2023 年度 2024 年度 

総運搬量 

（木くず、木質チップ） 
ｔ 108,805 111,392 116,523 

運搬車両台数 台 25 25 23 

売上高 百万円 347 385 410 

従業員数 人 25 22 22 

床面積 ｍ2 1,620 1,620 1,620 

 備考“年度”は、9 月から翌年 8 月までとし、年度末の属する月の暦年をもって、“年度”とする。 

  

 ＜情報公表項目＞ 

① 設立年月：平成元年５月 

② 資本金：１０，０００千円 

③ 売上高：上表のとおり 

④ 産業廃棄物収集運搬量（２０２４年度）：木くず・・・・・12,694ｔ 混合廃棄物・・・・・2,224ｔ 

⑤ 組織図 
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１．２ 事業の状況 

（１）許可の内容 

 産業廃棄物収集運搬業許可 

許可 

県・市 
許可番号 

許可年月日（上段） 

許可有効期限（下段） 
産業廃棄物の種類 

埼玉県 第 01107040701 号 
令和 3 年 8 月 18 日 

令和 8 年 7 月 31 日 

木くず、廃プラ、紙くず、繊維くず、ゴムくず、金

属くず、ガラス、コンクリート、陶磁器くず、がれ

き類 

東京都 第 13-00-040701 号 
令和 3 年 7 月 12 日 

令和 8 年 7 月 11 日 

木くず、廃プラ、紙くず、繊維くず、ゴムくず、金

属くず、ガラス、コンクリート、陶磁器くず、がれ

き類 

千葉県 第 01200040701 号 
令和 4 年 7 月 23 日 

令和 9 年 7 月 22 日 

 木くず、廃プラ、紙くず、繊維くず、ゴムくず、金

属くず、ガラス、コンクリート、陶磁器くず、がれ

き類 

神奈川

県 
第 01402040701 号 

令和 4 年 9 月 6 日 

令和 9 年 7 月 31 日 

木くず、廃プラ、紙くず、繊維くず、ゴムくず、金

属くず、ガラス、コンクリート、陶磁器くず、がれ

き類 

茨城県 第 00801040701 号 
令和 4 年 6 月 3 日 

令和 9 年 2 月 26 日 

木くず、廃プラ、紙くず、繊維くず、金属くず、ガラ

ス、コンクリート、陶磁器くず、がれき類 

栃木県 第 00900040701 号 
令和 4 年 8 月 30 日 

令和 9 年 8 月 29 日 

木くず、廃プラ、紙くず、繊維くず、ゴムくず、金

属くず、ガラス、コンクリート、陶磁器くず、がれ

き類 

群馬県 第 01000040701 号 
令和 3 年 12 月 6 日 

令和 8 年 12 月 5 日 

 木くず、廃プラ、紙くず、繊維くず、ゴムくず、金

属くず、ガラス、コンクリート、陶磁器くず、がれ

き類 

山梨県 第 01900040701 号 
令和 3 年 11 月 21 日 

令和 8 年 11 月 20 日 

木くず、廃プラ、紙くず、繊維くず、ゴムくず、金

属くず、ガラス、コンクリート、陶磁器くず、がれ

き類 

福島県 第 00707040701 号 
令和 3 年 12 月 5 日 

令和 8 年 12 月 4 日 

木くず、廃プラ、紙くず、繊維くず、、金属くず、ガ

ラス、コンクリート、陶磁器くず、がれき類 

         ※許可の有効期限はレポート作成時のものあり、随時更新しております。 

最高経営者

（代表取締役）

整備部門

一般従業員

管理部門 運行部門

一般従業員一般従業員

環境管理責任者

（営業主任）
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許可 

県・市 
許可番号 

許可年月日（上段） 

許可有効期限（下段） 
産業廃棄物の種類 

 

 

 

 

 

 ○東京都優良性基準適合認定制度 

登録機関 認定番号 認定・業の区分 
認定登録日（上段） 

有効期間（下段） 

公益財団法人 

東京都環境公社 
4－21－A0104 

第１種評価基準適合業者 

産廃エキスパート認定 

（収集運搬） 

2022 年 4 月 1 日 

2025 年 3 月 31 日 

 

（２）施設の状況 

 運搬車両の種類と台数は次のとおりです。 

車両の形 

最大積載量 

(ｋｇ) 
台数 

10ｔアルミバン 12000ｋｇ １１  

10ｔウィング車 12000ｋｇ ０ 

10ｔスライドﾃﾞｯｷ 12000ｋｇ １ 

10ｔコンテナ車 10000ｋｇ ３ 

4ｔ平ボディ 4400ｋｇ ２ 

4ｔコンテナ車 4000ｋｇ ４ 

4ｔ枠車 4000ｋｇ ０ 

2ｔ平ボディ 2000ｋｇ １ 

軽トラック 500ｋｇ １ 

   

合計 23 

  

（３）処理実績 

物質名 運搬量（ｔ） 処理形態 

木くず及び 

混合廃棄物 

2022 年 15,947ｔ 

収集運搬 2023 年 14,822ｔ 

2024 年 14,918ｔ 
 

２．対象範囲 

 
（１） 認証・登録の範囲 

  当社の全ての組織、製品・活動・サービスを認証・登録の対象範囲としています。 

（２） レポートの対象期間及び発行日 

  対象期間：２０２４年（２０２３年９月～２０２４年８月）    発行日：２０２４年９月 
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３．環境経営方針 

 

株式会社  小 島 商 事 

環 境 経 営 方 針 

 

<基 本 理 念> 

株式会社小島商事は、木くずの収集運搬と再生された木材チップの運送並びに自動車分解整

備事業を通じて、資源循環型社会の形成に貢献するとともに、事業活動の一層の環境負荷低減に

努めます。 

 

<行動指針> 

当社は、基本理念の実現に向け、日頃の事業活動のなかで環境保全に配慮して行動することを

経営の重要課題の一つとしてとらえ、次の行動指針を定めます。 

 

１．事業活動である木くずの収集運搬と木材チップの運送並びに自動車分解整備事業におい

て、環境負荷を低減し、環境汚染を未然に防止するため、次の項目を重要課題として環境

目的を自主的に定め取組を行います。 

① 軽油、ガソリン等の化石燃料の低減を図る。 

② 電力使用量の低減を図る。 

③ 二酸化炭素排出量の低減を図る。 

④ 産廃処理業として環境への取組の改善を図る。 

⑤ 製品及び収集運搬物の運搬中の飛散をゼロにする。 

 

２．「課題とチャンス」からテーマを選定し、環境経営目標又は運用管理・教育訓練に取組みま

す。 

３．事業活動において適用される環境法規制等を遵守します。 

４．環境保全関連の行政機関・団体などの環境保全施策に協力すると共に、地域社会における

環境保全活動に対し積極的に参画し、社会貢献活動を推進します。 

５．環境教育訓練の実施により、全ての構成員に環境経営方針を周知徹底すると共に、環境保

全に関する意識を高め、環境保全に関する知識・認識の向上を図ります。 

６．環境経営方針の公開等必要な環境情報の開示に努めます。 

改定 ２０２２年 ４月 １日 

         株式会社 小島商事 

代表取締役社長   小島 雄太 
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４．環境経営目標 

 

２０２４年度の環境経営目標と中期環境経営目標 

目  標 指標 
基準値 

（2020 年度） 
2022 年度 

中期環境経営目標 

2023 年度 2024 年度 

1.電力使用量低減 
ｋWh/台 

（原単位） 
― 

基準値 

37.0 

2％減 

36.2 

3％減 

35.8 

2.軽油使用量低減 
L/t 

（原単位） 
3.87 

0.02 減 

3.85 

0.03 減 

3.84 

0.04 減 

3.83 

3.ガソリン使用量低減 
L/ｔ 

（原単位） 
0.02 

維持 

0.02 

維持 

0.02 

維持 

0.02 

4.CO2 排出量低減 

kg-CO2/年 1,796,228 
2％減 

1,760,303 

3％減 

1,742,341 

4％減 

1,724,378 

kg-CO2/ｔ 

（原単位） 
10.23 

2％減 

10.21 

3％減 

10.20 

4％減 

10.19 

5.グリーン購入推進 

(新規購入) 
アイテム 19 21 22 23 

6．積荷飛散ゼロ 件 ゼロ ゼロ ゼロ ゼロ 

7.環境への取組度 点 70 以上 72 以上 73 以上 74 以上 

 

備考 1. 電力使用量の原単位（台数）は、整備工場における車両の整備台数とする。 

      軽油、ガソリン使用量の原単位（トン）数は、総運搬量とする。 

備考 2. 環境への取組度は、エコアクション 21 ガイドライン「環境への取組自己チェックリスト」の“チェ

ック結果の点数/満点の場合の点数”とする。 

＜目標に挙げなかった取組について＞ 

1. 廃棄物について、①廃油（エンジンオイル）は全量リサイクル②廃タイヤは全量売却していることか 

ら、目標に挙げていない。 

2. 化学物質排出量等について、2024 年度においては、PRTR 法に該当する化学物質の使用はなかっ 

た。 

3. 水資源投入量について 

・事務所はトイレと洗面、飲料のみの使用であり、２カ月で 10ｍ3 以下である。 

・車庫並びに整備工場は、上水道の敷設はなく地下水も水質が悪く使用していない。 

・車両の洗車は GS で行っており、地下水の使用は手洗い程度である。 

以上の理由から、水資源投入量は目標のテーマには挙げていない。 
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５．環境経営活動計画 

２０２４年度環境経営活動計画 

環境経営目標 目標達成手段 実施責任者 
取組状況 

の確認 

(1)電力使用量低減 

2020 年度整備工場の 

車両整備台数当たりの

電気使用量 4％低減 

① 整備工場及び車庫内の照明をＬＥ

Ｄ化。 

② 事務所や休憩所の照明のスイッチ

を小まめにきる。 

③ 使用しない整備機械の待機電力を

切る 

整備工場 

今井秀明 

 

本社 

笠井明美 

① 毎日消灯を

確認 

② 毎月の電気

量を測定 

③ 毎月 1 回集

計結果を確

認 

(2) 軽油使用量低減 

2020 年度比総運搬量

当たりの軽油使用量

4％低減 

① エコドライブ教育 

② アイドリング時間管理 

③ 社速の制定 

 

鈴木正人 

① 車両毎の走

行距離と軽

油使用量の

測定 

② 毎月 1 回監

視測定。 

(3)ガソリン使用量低減 

2020 年度比総運搬量

当たりのガソリン使用量

を維持 

① エコカーの購入 

② エコドライブ（エアコン、安定走行

等） 

 

鈴木正人 

① 車両毎の走

行距離とガ

ソリン使用

量の測定 

② 毎月 1 回監

視測定。 

(4) CO2 排出量低減 

2020 年度比絶対量及

び総運搬量当たりで

4％低減 

・電気量、軽油、ガソリンの低減手段

による 

 

鈴木正人 

電気使用量、軽

油、ガソリン使用

量の測定結果に

よる。 

(5)グリーン購入推進 環境ラベル商品の購入に努める。 

 

笠井明美 半期毎アイテム数

の確認 

(6) 積荷の飛散ゼロ 

 

① ネット破損の修理 

② 飛散防止シートの使用 

③ シートの掛かり具合等の確認の

徹底 

 

今井秀明 

シート掛けの状

態をチェックす

る。 

(7)環境への取組度 ・環境への取組自己チェックリストによ

り取組度をチェックする。 

鈴木正人 毎年 1回チェック

評価、確認。 
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６．環境経営目標の実績 

 

２０２４年度環境経営目標の実績                  

目標 指標 

2024 年度 

目標 実績 
達成度

（％） 

評

価 

1.電力使用量低減 ｋWh/台 35.8 29.7 120％ ◎ 

2.軽油使用量低減 L/t 3.83 3.78 101％ ◎ 

3.ガソリン使用量低減（維持項目） L/t 0.02 0.02 100％ ◎ 

4.CO2 排出量低減 
kg-CO2/年 1,724,378 1,155,546 149％ ◎ 

kg-CO2/ｔ 10.19 9.87 103％ ◎ 

5 グリーン購入推進 アイテム 23 15 65％ △ 

6.積荷の飛散ゼロ 件 ゼロ ゼロ 100％ ◎ 

7.環境への取組度 点 74 以上 76 102％ ◎ 

※評価 ◎100％以上  ○80～99％  △60～79％  ×59％以下  

注 1：電力使用量の実績値における整備台数は 1078 台である。 

注 2：購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.441kg-CO2/kwh（2020 年東京電力・調整後排出係数）

の数値を使用 

 

 

２０２４年度環境経営目標の達成度評価 

 

環境経営目標に掲げた項目はほぼ達成することが出来ました。電力使用量低減については、昨年

度より原単位の分母を最も関連の深い、車両整備台数に変更したことにより、実態に合った数値を

目標化することができました。又、軽油の使用量低減に関しては、今年度も人手不足、更には新型

コロナウィルスの国内感染拡大の影響もあると考え、現場件数が大幅に減り、運搬量も減りました

が、目標はほぼ達成することができました。 

維持項目のガソリンは、整備工場の代車使用の増加により、未達となっています。原単位の分母が

ガソリン使用量と関係の薄い収集運搬量を用いており、今後の検討課題となっています。 

なお、2024 年度太陽光発電量は、50,902ｋｗｈ/年となり、当社の総電力使用量 32,047ｋｗｈ/年の昨

年度同様の 1.6 倍となっています。 

 

 

  



- 8 - 
     

７．環境経営活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 

  ◎：達成（大幅） ○：達成 △：ほぼ達成 ×：未達 

環境活動計画 取組結果 評価 次年度の取組 

1.電力使用量低減 整備工場及び車庫照明の

LED 化、照明の個別スイッチ

設備 

   ◎ 

 
継続して取り組む。 

2020 年度比、車検修理

台数あたりの電気使用

量を 4％低減する。 

2.軽油使用量低減 車速の設定、アイドリングスト

ップの管理、エコドライブ教育 

長距離輸送の削減 

 

 

◎ 

継続して取組む。 

目標を 2020 度比 4％

減とする。 

2020 年度比総運搬量

当たりの軽油使用量を

4％低減する。 

3.ガソリン使用量低減 

2020 年度比総運搬量

当たりのガソリン使用量

を維持する。 

整備用の代車を増やしたため

に、ガソリン使用量が増えた。 

エコドライブの意識づけ 

 

     ◎ 
2024 年度の実績をもと

に維持管理の数値を再

設定する。 

4.CO2排出量低減 燃費を考えて運転する 

エコドライブ教育の継続 
◎ 

継続して取組む。 

2020 年度比 4％減と 

する。 

2020 年度比絶対量及

び総運搬量当たりで

4％低減する。 

5.グリーン購入推進 事務用品はグリーンマークが

表示してあるものを購入。 △ 
継続して取り組むが 

目標には掲げない。 
環境ラベル商品を 20 ア

イテム以上購入する。 

6.積荷の飛散ゼロ ネット破損は早急に修理。 

場合によってはシートも使用 

◎ 
次年度も維持 

管理していく。 

(維持項目 ) 

運搬中の木材チップ飛

散ゼロ 

 

7.環境への取組度 新しい環境への取組を実行。  

 

◎ 

継続して取組む 

点数を上げる。 

 

（維持項目） 

2020 年度の「環境への

取組チェック」の評価点

70 点以上の維持 
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８．環境関連法規制等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反・訴訟の有無 

 

 環境法規制等の遵法状況（自己チェック）は次のとおりです。 

NO 法律等の名称 遵守の確認 評価 

1 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 遵守している ○ 

2 使用済み自動車の再資源化等に関する法律 遵守している ○ 

3 道路運送車両法 遵守している ○ 

4 特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律 遵守している ○ 

5 フロン排出抑制法 遵守している ○ 

6 家電リサイクル法 遵守している ○ 

7 自動車 NOｘ、PM 法 遵守している ○ 

8 埼玉県生活環境条例 遵守している ○ 

9 浄化槽法 遵守している ○ 

なお、関係当局よりの違反及び利害関係者からの訴訟等は、過去 3 年間ありません。 

9．代表者による全体評価と見直しの結果 

 

【環境経営方針】  見直しの要否  要・不要 

・分解整備事業を追加   ・環境の取組評価の目標化を追加 

【環境経営目標及び環境経営計画】  見直しの要否  要・不要 

・ガソリン使用量の低減について、維持管理していくが、指標の変更も含め改善すること。 

【実施体制】 見直しの要否  要・不要 

【その他総括事項】 

2024 年度の電気使用量に関しては、原単位の指標変更により、実態に合った結果となったと思

う。 

今後も活動計画通り進めて、電気使用量削減に取り組んでほしい。 

軽油使用量に関しては、目標は達成出来ているが、当社のエネルギー費用が一番多く発生して

いるので、こちらも引き続き、活動計画以外にも工夫をして削減に取りくんでほしい。 

なお、太陽光発電量については、例年の効果を維持しており、より一層の環境活動の取組に励

んでほしい。      
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